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学術情報の指数関数的増加

学術の発展・専門分化にともなって，学術情報は増

加する一方で，倍増するのに 10年は要しないであろう

といわれるほどです.このような現状と学際的研究の

必要性に対処するため，各研究者はもとより，学会も

また積極的に，学術情報の効率的な流通・活用のため

のシステムを案出する必要があるでしょう.そのよう

な試みの 1 つとして，本誌でも，索引・速報の狙L 、を

もっ「文献紹介J 欄を設けましたが，さらに各テーマ

ごとにその基本文献を紹介する総合報告で，これを補

うことが肝要ではないでしょうか.

学術情報を創る側・使う側

主として大学などに在籍する研究者にとっては，彼

の最終生産物は「論文Jであり，研究者としての評価も

この論文によってなされるのが普通です.一方，企業

内の研究者や技術者の多くは，その企業が市民に提供

する製品などの生産に寄与することが望まれ， r論文j

を生産することは二の次です.彼はむしろ学術情報の

ユーザーの立場にあるといえましょう.

学術論文の性格

論文誌に掲載される I論文」とし、ぅ形式は，学術の

その狭い分野における前線を前進させるためには非常

に有効ですが，新知識獲得のプライオリティを主張す

るという明確な目的をもっています.また，それらは

問題の研究分野において，著者と同程度以上の知識や

推論能力をもっ読者を予想して書かれています.つま

り，論文というものは決して一般利用者に向かつて書

かれたものではなく，他の分野の研究者や論文のユー

ザーたちにその結果を理解し，利用してもらう必要が

ますます増大している現状にもかかわらず，逆にます

ます利用されにくくなってし、く心配があります.

総合報告の価値

以上のような現況を考えますと，特定の分野の研究

成果を，それが新鮮さを失わないうちに，しかるべき
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位置づけを与えて読者に示すことは非常に重要な作業

となります.ワインパーグ・レポート〔科学・技術情

報の未来像を画いた有名な報告書〕でも，学術界はレ

ビューアの仕事を力づける措置をとるべきであると，

強く訴えております.

論文の生産を仮に第 l 次産業にたとえるならば，学

会はそれを加工する第 2 次産業にも力を注ぐべきであ

ると考えます.本誌は，まさにこの観点から 2 次情

報を提供する目的で刊行されようとしておりますが，

この観点から見るならば，総合報告を大切に育ててゆ

く責任があるのではないかと考えております.

ミニ総合報告の提唱と寄稿のおすすめ

従米の「経営科学J 誌でも，総合報告は重視されて

いましたが，ややテーマが大きすぎたきらいがあり，

執筆にはたくさんの調査を必要とししたがって長い

時間を必要としておりました.

一方，論文を最終生産物と考える研究者は 1 :篇の論

文を作り上げるために，平均 10篇の論文を徹底的に研

究・検討するという説もありますが，そうだとすれ

ば， この段階で，彼は先行する 10篇の論文の最もすぐ

れた理解者になっていることでしょう.それらがカバ

ーする領域は狭いかもしれませんが，そのテーマに関

しては，総合報告執筆の資格があるでしょう.

そこで，月刊になったことでもあり，従来の「経営

科学」の ~2-~3程度のミ二総合報告を多くの方々に書

いていただくことを考えました.これはテーマを小さ

くしぼりますので，著者にとってはさほど困難をとも

なわずに執筆でき，かつ読者にとっても読みやすいも

のとなるでしょう.

編集委員会では，この総合報告はかなり主観的な立

場のものでよいと考えています.反論のある方は， 7.JJj 

な総合報告を試みられるか，投書欄を利用して反論し

てください ただ，この総合報告は執筆者の学問的労

作と認めていただくために，レフェリー制度を導入し

たいと考えております.テーマとしては，理論的問

題，事例的問題，概念的問題など，何でもかまいませ

ん.皆様の積極的なご投稿をお待ちしております.
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